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［株式市場］SENSEX指数の推移
（2016年1月1日～2017年9月8日）

［債券市場］インド自国通貨建て10年国債利回りの推移
（2016年1月1日～2017年9月8日）

［為替市場］インドルピーの対円レートの推移
（2016年1月1日～2017年9月8日）

［株式市場］

［債券市場］

［為替市場］

北朝鮮による核実験の実施を受けて、週初インド株式市場は下
落しました。その後も北朝鮮を巡る地政学リスクへの懸念がくす
ぶったことから、インド株式市場は一進一退の動きとなり、前週
末比で下落しました。

9月12日に発表される8月の消費者物価指数（CPI）上昇率への
警戒感などを背景に、インド10年国債利回りは上昇（価格は下
落）しました。

地政学リスクが意識される中にあってルピーは対米ドルで小幅
上昇となりました。一方、円が対米ドルで大きく上昇したことか
ら、対円では下落しました。

（対象期間：2017/9/4～9/8）

出所：グラフおよび表はBloomberg L.P.のデータに基づきイーストスプリング・インベストメンツ作成。

2017/9/1 2017/9/8 変化率

31,892.23 31,687.52 -0.64%

2017/9/1 2017/9/8 変化幅

6.483 6.543 +0.060

2017/9/1 2017/9/8 変化率

1.720 1.682 -2.21%
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